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育教師は斯 くあるべき!」 という 「制度的言説」に乗じて、子どもを操 り、ねじ伏せ、「学校を動かしてい
る」ことを意気に感 じているところの体育教師に代表されるあり様であると言えるのである2)。
本来学校における 「教育」には、こうした 「制度的言説」としてのく教育 〉という相ばかりでなく、その
時 ・その場に応 じて、教師が機転を利かせ、「技」「術」を駆使して、まさに臨機応変に 「教育」を行う、い









化 し、マニュアル化 してしまった〈教育〉に揺さぶ りを掛けるために、い くつかの 「いわゆる教育学的二律
背反」4'(以下、「二律背反」 と記す)の 舞台へと誘い出す。そして、外に向けられた〉<の それぞれに、た
とえば、「社会化」と 「子 どもの生」という 「二律背反」の狭間に教師が身を置 く教育観をイメージするた























皇紀夫は、「なぜく臨床 〉教育学なのか 一 「問題」の所在 と理解 一 」において、次のように述べている。
「臨床教育学は、「問題』において、先行理解の秩序に破綻を惹き起こし既成の教育世界に差異を提起


















































が 「いい授業」を作るのに協力 してくれていたのであり、ある意味では公開授業であるが故に、気を遣 って
くれていたということが強く感 じられるのである。
ことに 「道徳教育」においては、その教材の持つ力(文 学や詩 ・芸術 ・自然、あるいは、人間の生そのも
のの力)を 子ども達がそのまま感 じ取れるだけで十分というものが少なくな く、そこにおける教師のはたら
きの難 しさを実感するのである。
道徳の授業においては、テーマとなる 「徳目」を設定し、それを道徳性として`身 につける'こ とをねら
いとしている。ここでの 「問題」は、教師が 「徳目」を身につけさせるく教育〉と、生徒自身が 「徳 目」を
感 じ取るのに寄り添う〉教育くとの 「圓ぎ合い」と言えるのであろう。
この授業においては、星野富弘の詩という、ことばの力の宿った 「教材」を選んだのである。その 「教材」
か ら生徒が何をどれだけ感じ取れるのか、そ して、そこにおいて教師はどうはた らきかけていくのか、 とい
うことが問われているのである。
研究授業 ということもあって、「徳目」を身につけさせるく教育〉に大き く偏っていた筆者に、それでよ




































もちろん、この 「マニュアル」を完全否定するわけではな く、前述 したように、迷い揺れ動いてばかりも











この日は単元の2時 間目。ゲームの最中に、セカンドを守っていた2年 生のN子 が、視線はしっかりと
バッテリーの方へと向けてはいたが、腕をぐっと組み、足をしっか りと大地に踏ん張って、まさに仁王立ち
していた。守備においては構えることを大切にしてはいた(「 球技では、技術が伴わな くとも 『構え』 と
「声』だけは誰でもできる。それができると技術 も伴ってくる」と指導していた)が 、キャッチャーをして
いた筆者は、その姿勢に気づき、一瞬、「注意 しなければならないか、……」という思いが頭を過ぎったも















フォーマンスに対 しては、注意 ・指導を行うということが 「マニュアル」 としてあり、そうした〈教育〉こ
そが 「教育」であるかのように考えられていることが分かる。
確かに 「教育」が子どもの、いわゆる健全な 「成長 ・発達」を意図してなされる実践活動であり、つまず
きを許さないものとして捉えられる場合には、こうした場面で注意 ・指導す ることは当然のことと考えられ
ても何 ら間違いではないとする見立ても成り立つのであろう。







確かにこの場において、N子 との間で 「対話」9)がされたということは、筆者にはリア リティをもって感
じられる。そこで何が生み出されたのかと言えば一言では難 しい。
「私のことをちゃんと見て下さい」 というN子 の自己主張に対する 「(〈教育〉の対象 としてではなく、)














ここで一つ言及しておきたいのが、「N子 が開いた"場"」 についてである。この体育授業のソフ トボー





しかし、筆者は 「沈黙」を もって応えているのである。「N子 が開いた"場"」 ではあ りながら、波風を
立てずに丸 く収めようとすれば、おそらくその"場"は 閉じられてしまったに違いない。それ故、「N子 が
開いた」のではあるが、それはまさしく 「パフォーマンス」14)であって、筆者との相互作用 ・インタラクショ
ンによって、開かれていったのであるQ
そうした出来事を、一つの教育実践/教 育現実として見立て、 リアリティをもって語 り出すことによって、
「生きられた教育言説世界」 としての広が りを見せているのである。
おわりに







このことを自覚 した上で教育現実を語 り出さなければならないのだが、果たしてその先に 「真実」は見い
だせるのであろうか。筆者の身体に刻み込まれたその"場'の 感覚。ことばにはしてみるが、そのとたんに
違 ったものになってしまうような身体感覚'%そ れでもなお、「生きられた教育言説世界」を語り出 し、「教
育理解に新 しい筋立てを創り出そうとする」ことを京都大学大学院の臨床教育学講座に 〈二種〉の院生とし
て身を置いた筆者の使命として受けとめているのであり、今後も機会を得 られる限り、語 り尽 くしていきた
いG
そして、(教 育関係者に限らず)よ り多くの人々が 「テキスト化」された 「教育言説」 に新たな見立てを
し、それをフィー ドバ ックすることにより、また新たに 「教育言説」が語 り直され、さらに、再び見立て直






















はなく、『そこに`何 か'あ る。それを`タ クト'と 呼ぶことにしよう』ということだ」と述べた。「臨場言説
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で、 『教 育』 とい う言 葉 を拡張 す る ことによ って 、『教 育』 を 『発達 と して の教育 』 と 『生 成 と して の教育 』 とい う
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の なかで実 践 され て いる贈与 の試 みを、 支援 す るこ とが でき るのだ。 わた した ちは、生 成 の瞬 間が あ るこ とを肯 定
す る ことに よ って、 有 用性 の原理 を突破 す るこ とが可 能 とな る。」(183-184頁)
こ こにお け る 「沈黙」 に 「教育 」 と しての意 味 を どの よ うに与 え られ るかを考 え る上で 、大 変示 唆的 であ る。
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り様 を考 え る上 で大 変 示唆 的で あ り、今 後 の研 究 の課 題 であ る。
13)民 俗 学者 赤坂 憲雄 は、 『遠野 物語 』 の解説 にあ た って、「『場』 にお いて、 『事実 』 か ら 『事 実諌』 へ と成 り上
が るので あ り、 そ して、 そ の 『場』 は 『生 きられ た伝 承世 界』へ と広が りを見せ て い る」 と述 べた が、 こ こで言 わ
れ てい る ところの 「場」 と共 通 の"場"で ある と考 え られ るの であ る。
14)中 村雄 二郎 『臨床 の知 とは何 か』岩 波書店1992年134-135頁
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16)西 平 直 『教 育 人 間 学 の た め に 』 東 京 大 学 出 版 会2005年 に は 以 下 の よ う に 述 べ られ て い る 。
「……言 葉 に こだ わ るか ら、 せ っか くの 『経験 』を 「体験 」 に引 き止 め る。 自分 の理 解 に合 わせ て現 実を 裁断 して
しま う。 それ よ り も、柔 らか い感 覚 に身 を ゆだね、生 の実 感の 中で現実 に触 れ た方が よ いので は ないか。 ……(中
略)… … 深い経 験 は、 ひ とか ら言 葉を奪 います。 しか し、 言葉 に して も仕方 が ない か といえ ば、 そんな こ とはない。
ま さに、 その 『言葉 にな らない こ と』 を大切 にす るか らこそ、 あえて言 葉 にす る。 ……(中 略)… …で き るか ぎ り
工 夫す る。 で も、掬 い取 れ ない何 かが残 る。言葉 にな らな い生 の事 実 があ る。 言 葉 に しよ うと工 夫 すれ ばす るほ ど、
そ の先 に、 言葉 にな らな いア クチ ュア ルな現実 が見 えて くる。 おそ ら く、 それ こそ が、最 も深 く自分の 内側 に入 っ
て きた こ と。経 験 の中 で一番 大切 な こ と。 しか し、 それ を、 まるご と、 そ の まま捕 らえ る ことは、 私た ちに は許 さ
れ ない。許 されて い るの は、言 葉 に よって少 しずつ、 そ の 『何 か』 を実 感 す るこ と。」(134-135頁)
本論 に記 述 した事 例 をい くつか の教育 研究 会や大学 院 のゼ ミで語 る機 会 があ り、 その都 度、大 変 示唆的 な感想 や
助言 を与 え られた。 そ うした繰 り返 し(語 り直 し)/循 環 の中で、「何 か」 に対す る実 感 が より深 ま って きて いる よ
うに感 じ られ るの であ る。
小林:学 校現場 の 《日常 》 にお ける教育言 説 の両義性 ・g
17)田 辺繁 治 『生 き方 の人類 学 実 践 とは何 か』 講談 社現 代新 書2003年 に は以下 の よ うに述 べ られ て いる。
「実践 コ ミュニ テ ィのな かで 、薪 旧 の レパ ー トリー が重層 的に使 い分 け られて い くこ とにな る。歴 史 的 に形成 され
た レパ ー トリー と新 た に登場 す る裏 レパ ー トリー をいか に使い分 けて、個 人 が 自 らの 技法 を作 りあげて い くかが そ
こで は問題 となるで あ ろう。 モ ノ、言葉 お よび協働 とい う資源 は、 参加 して い るメ ンバー 同士 の間 での交 渉、 競合 、
闘争 とい う相互 行為 を は らみ なが ら重層 的 に レパ ー トリーを生 み だ して い くので あ る。」(124頁)
ここで い う 「レパー トリーJは 次 の よ うに定 義 され てい る。 「レパ ー トリー とは、 日常 的 に稽 古 しなが ら習 熟 さ
れ、 しか もつ ぎつ ぎ と実践 を生 み だす一連 の資 源 とい う意味で あ る。 資源 は実 践 が協働 によ って くりか え し行 われ
てい る文脈 の なかで、 は じめ て レパ ー トリー とな る。」(118頁)
「説 明 しな い」、 「沈 黙」 とい うこ とを 「レパ ー トリー」 の一一つ と して成 り上 が らせ るの には慎 重 であ りた いが、
「教育 」 の意 味 を探求 ・発 見 ・変革 す る試 み こそが 「臨床教 育学」 の 課題 であ り、 その ため に学 校 現場 の 《目常》
にお ける教育 実 践の 中で、 ま さ にな くて はな らな い〉教育 くの相 と して語 り出す工 夫 を してみ た、 そ う した過 程 に
おいて 「レパ ー トリー」 が生 み出 されて い くこ とを も含め、広 い視野 に立 った臨床 教育 学 的 「実 践 コ ミュニ テ ィ」
とい う"場"に 関す る研 究 も今 後 の課 題 と して い きたい。
(こば や しのぶ ひろ 東京 都新 島村 立式 根 島中学校 教諭)
